
企
部
古
政
志
港
廿
五

な
り
、
可
ν
申
様
も
な
し
。
定
め
て
共
方
の
取
り
か
は
し
た
る
も
の
な

る
べ
し
。
無
市
も
手
柄
な
り
。
急
ぎ
臨
時
家
の
質
検
花
入
れ
ら
る
べ
し

と
被
v
申
。
承
る
と
申
白し
て
、組
一
明
文
同
道
し

τ柳
，潮
へ
行
昔
、
勝
家

の
質
検
陀
入
る
。
勝
家
ま
た
大

K
悦
び
、
定
め
て
共
の
方
無
市
陀
取

か
ひ
め
さ
れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
共
の
方
功
今
に
初
め
ざ
る
事
也

と
い
へ
ど
も
・
今
日
の
働
一
入
の
乎
柄
也
と
て
・
刀
を
下
さ
れ
、
担…

市
民
も
脇
指
を
下
さ
る
。
共
の
時
の
様
子
主
今
思
へ
ば
、
彼
の
組
到

に
取
り
か
は
し
た
る
や
う
す
に
極
り
た
る
勝
也
。
組
頭
も
匠
作
の
右

の
如
〈
宜
ひ
て

、
引
手
物
も
頭
陀
御
際
物
、
無
し
市
に
は
御
脇
差
を
賜

は
れ
ど
も
・
則
御
意
の
如
く
取
か
ひ
し
た
る
胡
闘
に
て
‘
引
出
物
頂
舷

し
た
り
。
後
の
続
出
制
陀
も
右
の
引
出
物
が
成
る
た
れ
ば
・
飴
り
陀
武

功
の
4
4
E

畑
山
め
ば
、
何
時
も
か
や
う
に
、
安
吉
者
は
必
宇
功
者
に
取

り
か
は
し
た
る
に
成
る
も
の
た
り
。
進
退
心
得
有
る
べ
き
事
な
り

と
可
無
市
後
ま
で
誇
り
た
る
と
也
。
さ
て
知
市
は
後
忙
前
回
家
へ
来

り
、
金
の
呑
烏
を
被
ι一
仰
何
一
た
る
者
也
。
せ
が
れ
二
人
あ
り
。
久
米
之

助

副捌
三
右
衛
門

と
一苫ム。

雨
入
共
陀
死
し
て
跡
絶
え
た
り
と
い
へ

り
。
叉
有
様
氷
点
の
古
兵
談
残
護
処
に
云
ム
。
近
藤
知
一
一
之
助
が
中

川
瀬
兵
術
の
首
を
取
り
た
る
時
は
、

甘

一
歳
の
時
な
り
と
い
へ
り
。

中
川
山
川
秀
が
首

E
狼
た
る
武
功
を
貸
し
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
清
秀

も
勇
士
也
。
日
本
人
物
史
勇
士
部
K
.
中
川
部
秀
者
擁
州
人
也
4

築
=

荒
木
監
-
居
官
。
始
田
崎
=
荒
木
村
重
寸
荒
木
奥
一
-
和
閃
惟
政
↓
戦
争
而
不
v

止
ω

一
日
荒
木
立
印
私
於
路
傍
↓
若
有
官経一
和
四
首
句
者
~
厚
賞
語
。
相
川
秀
懐昌

共
傍
-
而
的
。
共
翠
日
和
問
陣
母子
飯
坂
↓
荒
木
屯
昌子
鴻
塚
-
挑
戦
.
出

秀
逃
品先
登
二
彼
昌利
回
首
二
荒
木
透
明
特
v

勝
失
-
後
荒
木
以
皐
有
岡
披
-
叛
。

信
長
底
攻
弘
之
。
又
以
v
弘
=
通
耶
蘇
宗
-
之
事
~
令
鼠中
川
町
山
脇
=
陛
下
↓

中
川・
高
山
奉
ν
命
而
降
鴬
。
於
v
是
荒
木
力
照
夫
秀
吉
奥
-a

一一
柴
田
勝
家
-

椛
v

難
之
時
，
使
弘
削
秀
守
=
志
津
級
車
対
↓
高
山
亦
在
=
北
ハ
北
恭
一
佐
久
間
出
品

政
欲
v
刷出
a
芯
津
AM
間
二
曲
山
見
a
北
川
大
軍
↓
目
前
=裂
統
'ム品
ν
粂
d

引
ν
兵
而
還
=子

木
本
↓
叉
池
=
使
於
前
秀
ゴ
一
小
a
去
ν
楽
之
事
コ
川
秀
不
〉
H
.
奥
=佐
久
間
一政

而
死
.
と
あ
り
0

・
平
弐
七
枇
の
胤
小
兵
術
盛
昌
が
臼
く
、
大
西
道
治

掠
盆
比
丘
閏
〈
、
延
貿
年
中
下
馬
将
軍
と
字
す
る
大
老
酒
井
紘
柴
頭

忠
清
の
息
女
は
、
中
川
瀬
兵
衛
清
秀
五
代
の
孫
中
川
佐
渡
守
久
恒
の

嫡
男
因
幡
守
久
湿
の
室
左
り
。

日
本
人
物
史
中
川
清
秀
停

K
.
高
山

見町
一共
大
軍
↓
計
=
寡
難
芯
凶
ν
衆
。
引
v
兵
而
鐙
=
子
木
本
一
叉
逝
=
使
於
清
秀
↓

一市立古
v
恭
之
事
吋
山
市
秀
不
ν
品川
・
奥
z
佐
久
間
一
戦
而
死
叫
と
服
せ
た
り
。
是

共
の
部
資
と
釧
慨
し、

傷
容
た
る
よ
し
に
て
、
作
者
山
科
長
安
強
居

金
揮
官
政
志
港
甘
五

五
大

向
山
一
件
後
は
加
州
民
て
五
百
石
主
取
れ
ヘ
金
F

帯
由
時
役
主
勤
め
た
り
。

共
の
子
の
代
陀
跡
目
不
v
立
・
浪
人
と
成
り
、
江
戸
へ
出
で
身
代
を
か

せ
ぐ
内、

中
川
佐
渡
守
久
恒
の
先
閥
瀬
兵
衛
清
秀
の
験
を
傘
げ
た
る

者
の
子
孫
な
ら
ば
召
抱
え
度
し
。
但
し
共
首
尾
何
と
ぞ
憾
な
る
設
協

あ
ら
ば
可
a
b同
抱
-
と
被
v
巾
山
K
て
、
延
授
の
末
か
天
和
の
頃
怠
る
か
、

永
貞
在
江
戸
の
時
近
付
陀
成
担
、
川
県

一
が
酬
明
を
開
皮
し
と
い
ふ
。
有

部
采
女
長
俊
金
，
番
由
崎
役
の
初
め
に
て

、
無
一
之
助
も
同
役
た
り
し

に
依
っ
て
‘
後
A

ま
で
有
部
孫
作
俊
澄
方
へ
も
心
安
く
酬
明
し
居
た

り
。
依
り
て
首
尾
前
後
の
様
子
主
党
舎
に
し
治
し
た
り
け
る
に
‘
甘穴

先
舎
を
以

τ中
川
家
へ
二
百
石
に
身
代
在
付
き
た
り
。
と
あ
り
。
按

十
る
に
、
吾
が
持
出
稼
K
て
金
，
容
印
役
と
い
ム
は
、
使
帯
役
を
い
へ

り
。
拾竹
晴
名
古
記
陀
も
・
す
は
御
使
呑
を
金
の
ぽ
ん
と
り
と
て

、
武

功
あ
る
者
K
被
ι

一仰
付
-
と
あ
り
。
務
図
官
職
泊
考
K
.
微
妙
公
の
時
、

金
J

詐
取
役
と
一
冨
ふ
あ
り
。
即
ち
抽
問
中
単
之
役
林
開
閉
弐
右
衛
門
・平
岡
志

康
助
等
十
八
人
あ
り
o
共
の
職
大
櫛
使
番
陀
同
じ
。
譜
代
の
者
を
使

帯
と
し
、
新
舎
を
金
，
帯
取
役
と
す
。
金
J

帯
取
役
は
、
軍
哉
の
時
金

の
帯
取
を
恋
す
る
ゆ
ゑ
、
名
目
と
す
る
一
な
り
と
ぞ
o

さ
れ
ば
、
近
藤

畑
…
市
を
金
，排
日川
役
主
命
ぜ
ら
れ
し
も
、
彼
の
芯
津
グ総
合
戦
の
時
、

を
命
ぜ
ら
れ
、
刻
行
を
な
し
け
る
容
郎
等
悉
く
探
せ
ら
る
。
此
の
時

世
に
流
布
す
べ
か
ら
宇
と
て

、
板
木
を
焼
か
し
め
ら
る
。
と
い
へ
り
。

今
按
十
る
に
‘
有
様
永
貞
の
古
兵
談
K
.
延
笈
の
末
か
天
和
の
頃
か
、

近
藤
無
一
が
子
孫
な
ら
ば
召
抱
皮
し
と
の
一耕
民
て
、
無

一
が
子
孫
中

川
佐
渡
守
久
恒
へ
二
百
石
に
有
付
き
た
り
と
あ
る
も
、
延
貸
の
頃
久

恒
主
の
五
位
の
秘
瀬
兵
術
的
秀
が
事
政
穿
撃
の
事
K
依
り
て
な
ら
ん

か
。
訟
も
ふ
民
、
彼
の
高
山
右
一
定
前
回
聞
は
.
円
弘
衆
に
敵
し
難
き
と
て

援
け
や
'。
放
に
中
川
清
秀
死
せ
る
を
‘
秀
吉
公
怒
り
て
高
山
が
封
を

除
か
る
。
依
り
て
吾
が
務
組
利
家
卿
高
山
を
佑
き
、
二
高
石
を
興
へ

わ
宮
乙

ら
れ
.
剃
髪
し
て
南
坊
と
稀
せ
し
が
、
利
家
卿
の
代
K
切
支
丹
た
る

に
依
り
て
南
設
問

へ
逸
ら
れ
た
り
。
さ
て
中
川
清
秀
が
首
級
を
柏
田
た

る
近
藤
無
市
も
、
E
白
が
務
士
と
成
り
て
五
百
石
賜
は
h
y
、
金
，
併
仇
岬
役

を
勤
め
け
り
。
叉
彼
の
日
本
人
物
史
を
探
ぴ
た
る
山
科
長
安
も
、
中

川
氏
の
鏡
花
一
時
罪
せ
ら
れ
し
が
‘
後
吾
が
務
K
扶
持
せ
ら
れ
、
近

藤
無
市
と
共
に
金
擦
に
居
住
す
と
い
へ
り
。
高
山
以
下
三
人
共
不
思

議
の
他
過
と
い
ム
ペ
し
。

O
古

道

此
の
地
法
を
ば
古
道
と
悠
名
の
如
く
呼
べ
る
は
、
い
K
し
へ
宮
腰
往

五
七




